
平成23年度 北海道中学校体育大会       
第39回 北海道中学校ソフトボール大会開催要項 

会期   平成23年7月29日(金)､ 30日(土)､ 31日(日) 

会場   競技場 Ａ球場・Ｂ球場：由仁町民運動場 夕張郡由仁町新光148番地  

     Ｃ球場：由仁町立三川中学校グラウンド 夕張郡由仁町本三川484   

 

 



優勝した北都中学校のチーム 

 
 

準優勝した佐呂間中学校のチーム 

 

 



 
江別第一中学校は、前半を１点勝ち越され４回表に一死後「石井三冬」三塁打で逆転一挙６点

を挙げ５点差として後半に入る。後半の攻防は互いに安打９本として得点の取り合いとなり、

試合時間が２時間２３分で決着となった。光陵中学校は、５・６・７回で二塁打３本含む９安

打を放ったが無念の涙を呑んだ。 

 

佐呂間中学校は、１回裏二死後「小西穂乃果」二塁打含む３安打・２個四球の５連続出塁走者

が、足を活かし４点を先制とした。３回裏は先頭打者「住吉璃子」が中前二塁打出塁し後続も

３安打とスクイズで５点加点５回コールドで試合を収め、オホーツク地区代表として初勝利を

挙げた。鳥取西中学校は、２回表４番「陣春花」から三者で１点挙げて完封は免れた。 

 



北都中学校は、投手「設楽あすか」が地元由仁中学校を相手に１回表に連打を浴び２点を先制

されたが、以後立ち直り追加点を１点に抑え、打撃では捕手「逸見春華」の２打席連続三塁打

もあり毎回得点で１回戦を勝利した。由仁中学校は、２番「山口季里花」３番「池田瑞季」が

連打出塁して２点先制点として開催地の面目を果たした。 

 
倶知安・東陵中学校は、４番捕手「高橋史織」が８得点の中、３打数３安打４打点と活躍し、

投手「鈴木七海」は打者１９人被安打４本と好投した。明成中学校は、３回表８番「斉藤早

希」先頭打者出塁し１番「岡田史穂」のタイムリーで生還し一矢を報いた。 

 
七飯中学校は、１回表四球２個・安打２本で先制の３点を挙げ、試合を呼び込み毎回得点を挙

げ、４回・５回には「齋藤あかり」「恩田風花」のバッテリーの長打が得点に絡み順当に勝利

を収めた。東神楽中学校は、３回裏先頭打者８番「高橋愛恵里」と１番「廣瀬比奈子」の安打

出塁が得点となった。 



 
沼ノ端中学校は、３回裏「鈴木あきな」の二塁打で逆転し２点差としたが、４回にすぐ同点に

追いつかれて決着が付かず、８回よりタイブレーカーに持ち込んだ。四度目の２点勝ち越しを

許した９回裏、一死後２番「八島輝羅々」から連打して４番「茂森千亜希」のサヨナラタイム

リーで２時間８分の試合を制し準決勝に進む。江別第一中学校は、７回まで３度の勝ち越しの

機会を勝利に導くことが出来ず惜敗の念で一杯だった。 

 

佐呂間中学校は、２回表打者１１人・安打６本中「澤田侑愛」「小西穂乃果」「大西雅」と三

塁打が３本集中して放たれ一挙に８点と大量点を挙げた。この勢いは衰えず毎回得点を重ね１

４点となり大差をつけて準決勝に進んだ。江陵中学校は、先発「畑山千尋」投手から４点を奪

ったものの、継投した「大西雅」投手を打ち崩せず無得点に終わり、初戦で姿を消した。 



 
北都中学校は、１回裏１番「設楽あすか」四球出塁、犠打一死３番「神樹里乃」二塁打出塁が

得点となり先制点とした。３回・５回とも先頭打者出塁の好機を逃がさず得点を伸ばし、５回

一死サヨナラのコールドで勝利した。一方豊頃中学校は、長打３本放ったが唯一２回表に「島

桃子」の三塁打が得点となった。安打６本と散発が悔いの残る試合となった。 

 

倶知安・東陵中学校は、１回裏１番「藤原美咲」左中間三塁打出塁・生還して先取点とした。

３回は一死後再び三塁打出塁したが併殺死で無得点。５回は三度三球目左越え三塁打出塁し生

還して追加点とした。この得点が勝敗を決め準決勝に駒を進めた。七飯中学校は、「鈴木七

海」投手に６回まで散発の３安打に打ちあぐんでいたが、７回先頭打者４番「齋藤あかり」４

本目の安打が得点となり、準々決勝でグランドを去った。 



 

佐呂間中学校は、１回表二死後３番「澤田侑愛」から６連打となり「大西雅」３点三塁打を含

め４点先制とした。３回裏１死後投手を「大西雅」に継投試合を託した。２回以降得点の取り

合いとなって佐呂間中学校の４点差は縮まらず、オホーツク地区初代表の決勝進出を決めた。

沼ノ端中学校は小刻みに得点を挙げたが、打線が繋がらず無念の涙を呑んだ。 

 
北都中学校は、１回表に１番「設楽あすか」二塁打出塁し犠打バントの拙守で一気に生還２点

を拾う。試合の流れは変わらず無得点が続き５回表「設楽あすか」再び先頭打者三塁打出塁し

得点となり貴重な追加点とした。７回表も同様に「設楽あすか」から攻撃し４点を加点し、全

道の頂点へ挑戦となった。倶知安・東陵中学校は「鈴木七海」投手が好投していたが、打線が

応えることが出来ず得点１点に止まった。 



 
北都中学校は、１回表「神樹里乃」投手の立ち上がりに安打５本で４点を先制される。２点ビ

ハインドの２回裏７番「横井せりか」死球出塁二死後１番に戻り２四球で満塁の好機を迎え

た、４番「佐々木葉澄」２点勝ち越し三塁打で一気に試合を呼び戻した。優位に立って５回表

「設楽あすか」に継投し、主将の決意どおり頂点を極め初優勝を飾った。佐呂間中学校は、

「畑山千尋」「大西雅」の活躍が際立っていた。 優勝した北都中学校のチーム 

勝ち越しのホームイン 

 
 


